
【
水
銀
は
環
境
に
遍
在
】
工
業
時
代

の
開
始
か
ら
環
境
中
の
水
銀
濃
度
は
大

幅
に
上
昇
。
現
在
、
人
間
や
野
生
生
物

に
有
害
な
影
響
を
与
え
う
る
濃
度
の
水

銀
が
全
世
界
で
環
境
媒
体
や
食
物
（
特

に
魚
）
に
存
在
す
る
。
原
因
は
人
間
が

生
み
出
し
た
発
生
源
。
産
業
行
為
で
埋

め
立
て
地
、
鉱
山
、
汚
染
工
業
用
地
、

土
壌
、
堆
積
物
に
残
留
し
て
い
る
。
水

銀
が
排
出
さ
れ
な
い
北
極
で
も
大
気
な

ど
を
通
じ
、
大
陸
か
ら
運
ば
れ
、
汚
染

さ
れ
て
い
る
。

【
難
分
解
性
で
全
世
界
を
循
環
】
水

銀
汚
染
で
最
も
重
要
な
の
は
大
気
中
へ

の
排
出
。
水
銀
は
様
々
な
汚
染
源
か
ら

水
系
や
土
壌
に
直
接
排
出
さ
れ
る
。
一

度
、
排
出
さ
れ
る
と
環
境
中
で
ほ
と
ん

ど
分
解
さ
れ
ず
、
大
気
中
、
水
系
、
堆

積
物
、
土
壌
、
生
物
相
を
様
々
な
形
態

で
循
環
す
る
。
水
銀
は
全
世
界
に
貯
留

さ
れ
、
常
に
土
壌
と
水
系
と
の
間
で
、

移
動
と
蓄
積
を
繰
り
返
す
。

堆
積
す
る
と
主
に
微
生
物
代
謝
で
メ

チ
ル
水
銀
に
変
化
し
う
る
。
メ
チ
ル
水

銀
は
生
物
内
に
蓄
積
さ
れ
る
特
性
が
あ

り
、
食
物
連
鎖
の
上
位
に
行
く
ほ
ど
濃

度
は
高
ま
る
。
魚
や
海
洋
ほ
乳
類
で
著

し
い
。
メ
チ
ル
水
銀
が
最
も
危
険
。

【
水
銀
曝ば

く

露ろ

は
危
険
】
水
銀
と
そ
の

化
合
物
は
極
め
て
毒
性
が
強
く
、
特
に

発
達
途
上
の
神
経
系
に
有
害
。
特
に
メ

チ
ル
水
銀
は
人
間
と
野
生
生
物
に
有

毒
。
こ
の
化
合
物
は
簡
単
に
胎
盤
関
門

と
血
液
脳
関
門
を
通
過
し
、
神
経
毒
と

な
り
、
特
に
成
長
過
程
の
脳
に
悪
影
響

す
る
。

妊
婦
が
摂
取
す
る
食
品
に
含
ま
れ
る

メ
チ
ル
水
銀
は
小
児
の
成
長
に
わ
ず
か

だ
が
永
続
的
な
影
響
を
与
え
、
学
齢
期

に
な
る
と
発
症
す
る
こ
と
が
研
究
で
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
成
人
の
心
臓
血

管
系
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
判

明
。最

も
曝
露
し
や
す
い
の
は
神
経
系
が

発
達
過
程
に
あ
る
胎
児
、
新
生
児
、
小

児
。
妊
婦
、
妊
娠
の
可
能
性
の
あ
る
女

性
は
特
に
メ
チ
ル
水
銀
の
有
毒
性
に
注

意
が
必
要
だ
。

【
介
入
は
可
能
】水
銀
汚
染
は
地
域
、

国
、
大
陸
、
地
球
レ
ベ
ル
で
重
要
な
影

響
を
持
つ
。こ
れ
ら
の
影
響
は
使
用
量
、

排
出
量
、
曝
露
量
を
減
ら
す
こ
と
で
、

レ
ベ
ル
ご
と
に
一
定
範
囲
の
対
応
が
可

能
。
欧
州
、
北
米
そ
の
他
の
地
域
は
様

々
な
努
力
で
、
水
銀
の
使
用
量
と
排
出

量
を
減
ら
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
複
数
の
湖
の
水
銀
濃

度
測
定
か
ら
、
排
出
量
削
減
で
淡
水
魚

な
ど
に
み
ら
れ
る
水
銀
濃
度
は

〜

年
で
大
幅
に
低
下
す
る
こ
と
も
判
明
し

た
。【

な
ぜ
地
域
や
地
方
の
対
応
で
は
不

十
分
な
の
か

水
銀
の
世
界
的
循
環
が

問
題
を
拡
大
】
環
境
へ
の
水
銀
蓄
積
の

原
因
は
、
地
球
全
体
と
同
時
に
地
域
と

地
方
に
あ
る
。
水
銀
排
出
の
地
域
的
な

原
因（
廃
棄
物
焼
却
・
石
炭
燃
焼
施
設
）

に
加
え
、
事
実
上
す
べ
て
の
地
域
の
水

銀
発
生
源
が
地
球
規
模
で
の
堆
積
の
原

因
に
な
っ
て
い
る
。
河
川
や
海
流
も
長

期
的
な
水
銀
伝
搬
を
媒
介
し
て
い
る
。

【
全
世
界
の
漁
業
に
影
響
】
公
海
の

多
く
の
魚
類
は
遠
く
離
れ
た
場
所
に
移

動
す
る
。
魚
類
は
捕
獲
さ
れ
る
と
、
通

常
、
商
業
用
魚
類
は
原
産
地
か
ら
遠
く

離
れ
た
世
界
中
の
国
々
に
輸
出
さ
れ

る
。
従
っ
て
湖
沼
、
河
川
、
特
に
海
洋

の
水
銀
汚
染
は
ま
さ
に
世
界
的
な
問
題

で
あ
り
、
漁
業
と
魚
類
の
消
費
者
に
影

響
を
与
え
て
い
る
。

【
途
上
国
で
は
水
銀
問
題
が
深
刻
】

水
銀
の
有
毒
性
が
認
識
さ
れ
る
に
つ

れ
、
多
く
の
工
業
国
で
は
水
銀
使
用
量

が
大
幅
に
削
減
さ
れ
て
き
た
。
多
く
の

場
合
、
安
価
な
代
用
品
が
市
場
に
出
回

っ
て
い
る
。
低
開
発
地
域
や
途
上
国
で

は
旧
態
依
然
と
し
た
水
銀
の
技
術
が
使

用
さ
れ
て
い
る
。
水
銀
規
制
が
不
十
分

な
こ
と
で
、
健
康
や
環
境
リ
ス
ク
が
低

開
発
地
域
ほ
ど
高
ま
っ
て
い
る
。

【
全
世
界
で
消
費
、
取
引
】
金
属
水

銀
は
小
規
模
金
銀
採
鉱
、
塩
素
ア
ル
カ

リ
生
産
、
測
定
制
御
用
圧
力
計
、
温
度

計
、
電
気
ス
イ
ッ
チ
、
蛍
光
灯
、
歯
科

用
ア
マ
ル
ガ
ム
充
填
材
で
使
わ
れ
て
い

る
。
水
銀
化
合
物
は
バ
ッ
テ
リ
ー
、
製

紙
工
業
で
の
殺
生
物
剤
、薬
品
、塗
料
、

種
子
、
実
験
用
試
薬
、
産
業
用
触
媒
で

使
用
。
水
銀
や
水
銀
含
有
製
品
の
貿
易

は
盛
ん
。

さ
ら
に
鉱
山
、
埋
め
立
て
地
、
堆
積

物
、
備
蓄
品
に
残
留
す
る
大
量
の
水
銀

は
今
後
、排
出
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

地
域
、
地
方
、
国
、
国
際
レ
ベ
ル
で
、

水
銀
使
用
、
備
蓄
、
貿
易
を
管
理
し
減

ら
す
取
り
組
み
が
不
可
欠
。

【
主
要
な
汚
染
源
】
四
つ
の
分
野
に

分
け
ら
れ
る
。
①
火
山
活
動
や
岩
石
の

風
化
で
地
殻
か
ら
水
銀
が
発
生
す
る
自

然
排
出
②
石
炭
・
石
油
な
ど
化
石
燃
料

か
ら
の
排
出
③
製
品
と
そ
の
製
造
工

程
、
使
用
済
み
製
品
の
廃
棄
・
焼
却
か

ら
の
排
出
④
人
間
が
土
壌
、
堆
積
物
、

湖
沼
、
埋
め
立
て
地
、
廃
棄
場
、
鉱
山

な
ど
に
捨
て
た
物
か
ら
の
排
出
。

【
人
為
的
発
生
源
】石
炭
火
力
発
電
、

セ
メ
ン
ト
製
造
、
鉱
業
お
よ
び
鉄
、
鋼

鉄
、
亜
鉛
、
金
の
生
産
な
ど
の
鉱
物
の

抽
出
や
処
理
を
行
う
他
の
冶
金
事
業
な

ど
。
こ
の
ほ
か
水
銀
鉱
山
、
小
規
模
金

銀
鉱
山
、
塩
素
ア
ル
カ
リ
、
蛍
光
灯
の

使
用
、
車
両
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
、
圧
力

計
、
サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト
、
温
度
計
な
ど

測
定
機
器
、
ア
マ
ル
ガ
ム
、
水
銀
含
有

製
品
の
製
造
、
廃
棄
物
処
理
、
水
銀
含

有
製
品
の
灰
化
、
埋
め
立
て
、
焼
却
な

ど
。【

ど
う
排
出
を
減
ら
す
か
】
①
水
銀

鉱
山
や
原
料
、
製
品
の
使
用
削
減
②
水

銀
を
含
み
、
使
用
し
て
い
る
製
品
や
工

程
の
代
替
措
置
③
最
終
排
出
部
分
で
水

銀
放
出
を
防
止
④
水
銀
廃
棄
物
の
適
正

な
管
理
。
ガ
ス
フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど
で
排

出
を
管
理
す
る
方
法
が
有
効
。
一
部
の

国
で
は
処
理
コ
ス
ト
が
高
い
た
め
、
代

替
製
品
へ
の
転
換
を
考
え
る
。

【
理
解
と
国
際
協
調
促
進
に
は
】
各

国
の
使
用
状
態
、
消
費
、
環
境
へ
の
排

出
リ
ス
ト
の
作
成
、
様
々
な
分
野
で
の

水
銀
の
輸
送
、
変
質
、
循
環
経
路
に
関

す
る
情
報
の
把
握
、
大
気
や
大
気
内
蓄

積
、
魚
類
な
ど
に
お
け
る
水
銀
濃
度
、

人
間
や
野
生
動
物
へ
の
影
響
測
定
と
監

視
。
様
々
な
汚
染
源
か
ら
の
排
出
防
止

と
削
減
す
る
対
策
が
必
要
だ
。

水
銀
廃
棄
物
管
理
や
改
善
に
お
い

て
、
各
国
間
で
科
学
的
・
技
術
的
領
域

に
取
り
組
む
。
全
世
界
で
水
銀
と
水
銀

含
有
材
料
の
貿
易
を
削
減
す
る
。

（
※
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
と
環
境
省
資
料
か
ら
）

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
が
水
銀
規
制
強
化
の
基
本
と
し
て
い
る
の
が
２
０
０
２
年
に
ま
と

め
た
「
世
界
水
銀
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
環
境
影
響
評
価
）
」
。
世
界
の
科
学
者
の

英
知
を
結
集
し
た
２
５
８
ペ
ー
ジ
の
ア
セ
ス
は
「
な
ぜ
水
銀
に
関
心
を
持
つ
べ

き
な
の
か
」
と
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。

水銀規制をめぐって第１回政府間交渉

委員会が開かれるストックホルムのホ

テル＝ＵＮＥＰ電子版から

国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ

Ｐ
）
の
ア
ヒ
ム
・
シ
ュ
タ
イ

ナ
ー
事
務
局
長
は
、
昨
年
２

月
の
第

回
管
理
理
事
会
が

「
２
０
１
３
年
に
水
銀
規
制

条
約
制
定
」で
一
致
し
た
際
、

「
人
類
に
と
っ
て
歴
史
的
な

合
意
」
と
表
現
し
た
。

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
事
務
局
長

は
国
際
英
字
紙
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ヘ
ラ
ル
ド
・
ト

リ
ビ
ュ
ー
ン
・
ア
サ
ヒ
へ
の

寄
稿
で
、
今
回
の
条
約
規
制

は
「
水
俣
病
の
犠
牲
者
ら

世
紀
の
重
金
属
被
害
者
に
対

す
る
責
務
」
と
強
調
し
て
い

る
。
要
旨
は
次
の
通
り
。

水
俣
病
の
悲
劇
が
世
界
の

メ
デ
ィ
ア
の
見
出
し
と
な
っ

て
六
十
数
年
が
た
ち
、
地
球

規
模
の
水
銀
汚
染
に
対
す
る

国
際
的
な
行
動
が
再
び
熱
を

帯
び
て
き
た
。

世
紀
半
ば
、

水
俣
湾
内
と
周
辺
地
域
に
住

ん
だ
人
々
は
重
金
属
中
毒
の

本
当
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て

い
る
。
被
害
者
の
肢
体
の
変

形
は
、
水
銀
汚
染
の
深
刻
さ

に
加
え
、
原
因
に
つ
い
て
長

く
否
定
さ
れ
て
き
た
苦
し
み

を
も
現
し
て
い
る
。

現
在
、
世
界
の
人
々
の
水

銀
曝ば

く

露ろ

レ
ベ
ル
は
１
９
３
２

年
か
ら

年
に
か
け
て
日
本

の
熊
本
県
で
起
き
た
水
俣
病

に
比
べ
れ
ば
は
る
か
に
低

い
。
だ
が
、
曝
露
は
存
在
す

る
。
今
日
、
あ
る
程
度
の
水

銀
汚
染
か
ら
、
誰
も
逃
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
結
局
、

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

は
安
全
基
準
は
な
い
と
判
断

し
て
い
る
。

地
球
規
模
の
水
銀
汚
染
に

対
し
、
認
め
な
い
こ
と
や
行

動
し
な
い
こ
と
は
選
択
肢
に

な
い
。
妊
婦
や
胎
児
、
鉱
山

労
働
者
に
対
し
、
私
た
ち
に

は
責
任
が
あ
る
。
と
り
わ
け

世
紀
に
世
界
中
で
起
き
た

重
金
属
汚
染
事
故
の
被
害

者
、
犠
牲
者
に
対
し
て
私
た

ち
に
は
責
務
が
あ
る
。

ミ
ナ
マ
タ
へ
の
責
務

「水銀規制は歴史的合意」と喜ぶ国連環境

計画（ＵＮＥＰ）のアヒム・シュタイナー

事務局長（右）＝09年２月20日、ナイロビ、

ＵＮＥＰ電子版から
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アヒム・シュタイナー国連環境計画事務局長

国
連
環
境
計
画（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）

が
２
０
０
２
年
に
ま
と
め
た

「
世
界
水
銀
ア
セ
ス
メ
ン
ト（
環

境
影
響
評
価
）
」
で
、
水
銀
の

健
康
、
環
境
へ
の
悪
影
響
が
明

確
に
な
っ
た
。

特
に
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
発

展
途
上
国
の
急
激
な
経
済
発
展

に
伴
い
、
環
境
中
へ
の
水
銀
排

出
が
急
増
。
大
気
な
ど
を
通
じ

て
地
球
規
模
で
汚
染
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

石
炭
火
力
発
電
所
や
小
規
模

金
採
鉱
、
化
学
工
場
や
廃
棄
物

な
ど
水
銀
の
汚
染
源
は
多
い
。

欧
州
を
中
心
と
し
た
科
学
者

は
、
①
メ
チ
ル
水
銀
は
神
経
組

織
を
損
傷
し
、
子
ど
も
の
記
憶

な
ど
学
習
機
能
・
発
達
障
害
を

起
こ
す
②
成
人
も
心
臓
、神
経
、

心
血
管
、
腎
臓
な
ど
に
悪
影
響

が
あ
る
③
川
や
海
へ
の
垂
れ
流

し
に
よ
る
魚
介
類
の
汚
染
を
通

じ
、
大
き
な
魚
が
小
さ
な
魚
を

食
べ
る
食
物
連
鎖
で
、
地
球
規

模
で
マ
グ
ロ
な
ど
大
型
魚
の
水

銀
濃
度
が
高
ま
っ
て
い
る
④
石

炭
火
力
発
電
所
な
ど
か
ら
出
る

水
銀
が
越
境
大
気
汚
染
と
呼
吸

系
疾
患
を
起
こ
し
て
い
る
―
と

警
告
。

こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
健

康
や
知
能
に
悪
影
響
が
広
が
る

可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

広
が
る
汚
染
地
球
規
模

なぜ今なのか？

水銀 大きく①金属水銀②無

機水銀③有機水銀―の三つに分

かれる。

【金属水銀】蛍光灯や体温計

に使われ、最も身近な水銀で蒸

発しやすい。常温で液体の唯一

の金属で電気を通す。電子機器

に多用。蒸発すると空気中を漂

い有毒。

【無機水銀】防腐剤などに使

う酸化水銀と、神社や漆器の塗

料に使う硫化水銀がある。自然

界の大半は硫化水銀が占める。

【有機水銀】水銀に炭素が結

合した化合物で消毒・殺菌に効

果。メチル水銀は毒性が強く水

俣病の原因物質となった。微生

物の働きで無機水銀からできる

こともある。

国
連
環
境
計
画
が
最
も
懸
念

し
て
い
る
の
は
、
石
炭
火
力
発

電
所
か
ら
の
大
気
中
へ
の
排

出
。
世
界
水
銀
ア
セ
ス
メ
ン
ト

で
も
「
汚
染
防
止
の
中
で
最
重

要
課
題
」
と
強
調
し
て
い
る
。

し
か
し
、
現
状
は
中
国
や
イ

ン
ド
を
中
心
に
経
済
成
長
が
著

し
い
ア
ジ
ア
の
国
々
だ
け
で
、

大
気
中
へ
の
排
出
は
世
界
の
２

分
の
１
以
上
を
占
め
て
い
る
。

２
０
０
１
年
の
水
俣
を
含
む

９
回
に
わ
た
る
「
地
球
環
境
汚

染
物
質
と
し
て
の
水
銀
国
際
会

議
」
で
の
研
究
報
告
な
ど
で
、

次
の
よ
う
な
水
銀
汚
染
の
仕
組

み
も
解
明
さ
れ
た
。

「
石
炭
を
燃
や
す
と
大
気
中

に
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ２
）
と
と

も
に
水
銀
が
排
出
さ
れ
る
。
そ

れ
が
雨
な
ど
を
通
じ
て
地
表
や

海
、
湖
な
ど
に
落
ち
る
。
そ
れ

を
微
生
物
が
有
毒
な
メ
チ
ル
水

銀
に
変
え
て
い
く
。
小
さ
い
魚

を
大
き
な
魚
が
食
べ
る
食
物
連

鎖
で
、
マ
グ
ロ
な
ど
大
型
魚
や

ク
ジ
ラ
な
ど
海
洋
ほ
乳
類
で
、

水
銀
含
有
度
が
高
く
な
る
」

こ
の
悪
循
環
を
絶
ち
、
水
俣

病
の
よ
う
な
健
康
被
害
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
条
約
で
水
銀
の
採

掘
、
使
用
、
排
出
、
廃
棄
段
階

に
網
を
か
け
て
水
銀
使
用
を
終

息
、
発
生
源
を
絶
つ
こ
と
が
不

可
欠
と
国
連
で
は
考
え
て
い

る
。

食
物
連
鎖
濃
度
高
ま
る

汚染の仕組みは？

政府間交渉委への付託

水銀使用の終息策を
⊂⊂⊇
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決
定
事
項

昨
年
２
月
に
ケ
ニ
ア
の
ナ
イ

ロ
ビ
で
開
か
れ
た
国
連
環
境
計

画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
第

回
管
理

理
事
会
が
、
６
月
７
日
に
開
幕

す
る
２
０
１
３
年
ま
で
全
５
回

の
政
府
間
交
渉
委
員
会
に
付
託

し
た
討
議
内
容
は
次
の
通
り
。

各
国
は
水
銀
が
人
体
と
環
境

へ
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ

れ
を
防
ぐ
た
め
直
ち
に
国
際
的

行
動
が
必
要
な
こ
と
を
共
通
認

識
と
す
る
。

◆
水
銀
は
地
球
規
模
で
悪
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
化
学
物
質
。

大
気
を
通
じ
て
長
距
離
移
動

し
、
い
っ
た
ん
自
然
界
に
排
出

さ
れ
る
と
、
分
解
せ
ず
、
生
態

系
の
中
で
蓄
積
、
人
類
と
環
境

に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

を
理
解
す
る
。

◆
地
球
規
模
の
法
的
拘
束
力

の
あ
る
水
銀
規
制
は
、
途
上
国

と
経
済
移
行
国
で
効
果
的
に
導

入
さ
れ
る
こ
と
を
狙
い
、
能
力

開
発
や
組
織
強
化
、
技
術
・
財

政
援
助
が
必
要
な
こ
と
を
認
識

す
る
。

◆
健
康
被
害
と
環
境
汚
染
防

止
の
た
め
、
任
意
の
対
応
を
含

む
法
的
拘
束
力
の
あ
る
水
銀
対

応
で
国
際
行
動
を
起
こ
す
こ
と

に
同
意
す
る
。

◆

年
の
第

回
管
理
理
事

会
ま
で
に
政
府
間
交
渉
委
で

「
地
球
規
模
の
法
的
拘
束
力
の

あ
る
水
銀
対
応
」
を
準
備
す
る
。

◆
政
府
間
交
渉
委
で
は
総
合

的
な
水
銀
対
策
を
つ
く
る
た

め
、
①
導
入
目
的
の
明
確
化
②

水
銀
供
給
の
削
減
と
安
全
管
理

③
製
品
と
製
造
工
程
か
ら
の
削

減
④
国
際
貿
易
か
ら
の
削
減
⑤

大
気
中
へ
の
排
出
削
減
⑤
水
銀

含
有
廃
棄
物
と
汚
染
地
の
特
定

⑥
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
啓

発
⑦
能
力
開
発
と
技
術
・
財
政

支
援
⑦
法
令
順
守
―
に
同
意
す

る
。◆

政
府
間
交
渉
委
は
、
水
銀

使
用
の
終
息
に
向
け
た
行
動
計

画
を
ま
と
め
、
水
銀
を
使
わ
な

い
代
替
製
品
と
生
産
工
程
の
開

発
を
主
導
す
る
。

◆
途
上
国
な
ど
で
は
優
先
順

位
を
つ
け
て
水
銀
削
減
を
実
施

す
る
。

◆
人
為
的
な
排
出
が
も
た
ら

す
人
体
と
環
境
へ
の
被
害
リ
ス

ク
を
予
測
・
評
価
す
る
。

◆
現
在
と
将
来
的
な
水
銀
排

出
源
を
特
定
、
代
替
技
術
の
開

発
コ
ス
ト
や
効
果
を
調
べ
る
。

◆
政
府
間
交
渉
委
に
は
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を
認

め
る
。

国
連
環
境
計
画
（
Ｕユ

Ｎネ

Ｅッ

Ｐプ

）
の
も
と
で
、
２
０
１
３
年
に
「
法

的
拘
束
力
の
あ
る
水
銀
規
制
条
約
」
を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
た
め
の
第
１
回
政
府
間
交
渉
委
員
会
（
Ｉイ

Ｎン

Ｃク

１ワ
ン

）
が
、
６
月
７

日
か
ら
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
首
都
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
幕
す
る
。
水

俣
病
の
発
生
か
ら
半
世
紀
以
上
が
た
ち
、
世
界
百
数
十
カ
国
の
代
表

と
各
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
が
一
堂
に
会
し
、
水
銀
規
制
条
約

づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。
論
点
を
ま
と
め
た
。
（
井
芹
道
一
）
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第
１
回
政
府
間
交
渉
委
は
、
有
害
重

金
属
で
あ
る
水
銀
の
規
制
に
関
し
、
大

気
、
土
壌
、
廃
棄
の
在
り
方
や
規
制
の

中
身
の
全
体
像
を

日
ま
で
５
日
間
協

議
す
る
。
そ
の
後
、
５
回
の
交
渉
で
詳

細
を
詰
め
、

年
の
第

回
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ

管
理
理
事
会
に
報
告
。
同
年
の
外
交
会

議
で
採
択
す
る
。

日
本
政
府
は
、
来
年
１
月
の
第
２
回

交
渉
委
を
千
葉
に
、
最
終
の
外
交
会
議

を
日
本
に
誘
致
す
る
こ
と
を
提
案
し
、

「
水
俣
条
約
」
と
し
た
い
考
え
。

５
回
の
交
渉
委
で
の
討
議
内
容
は
▽

製
品
と
製
造
工
程
か
ら
の
水
銀
削
減
▽

国
際
貿
易
か
ら
の
削
減
▽
大
気
中
へ
の

排
出
削
減
▽
水
銀
供
給
の
削
減
と
安
全

な
管
理
▽
水
銀
含
有
廃
棄
物
と
汚
染
地

の
特
定
▽
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
啓

発
▽
途
上
国
へ
の
技
術
・
財
政
支
援
―

な
ど
。
各
国
政
府
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参

加
が
認
め
ら
れ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
意
見
発
表

す
る
。

日
本
か
ら
は
外
務
省
、
環
境
省
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
化
学
物
質
問
題
市
民
研
究
会

（
東
京
）
が
参
加
す
る
。

交
渉
役
の
一
人
、
環
境
省
環
境
安
全

課
の
関
谷
毅
史
課
長
補
佐
は
「
水
俣
病

経
験
国
と
し
て
の
教
訓
を
生
か
し
、
水

銀
規
制
条
約
制
定
に
向
け
た
国
際
的
な

議
論
を
主
導
し
た
い
。
同
時
に
水
銀
の

使
用
や
排
出
を
減
ら
す
日
本
の
環
境
技

術
を
世
界
に
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
貢

献
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

日
本
か
ら
唯
一
参
加
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

化
学
物
質
問
題
市
民
研
究
会
の
安
間
武

氏
は
「
水
俣
病
を
経
験
し
た
日
本
が
欧

米
に
比
べ
水
銀
削
減
、
輸
出
禁
止
、
国

内
で
の
永
久
保
管
対
応
で
遅
れ
て
い
る

の
は
お
か
し
い
。
積
極
対
応
す
る
よ
う

求
め
て
い
き
た
い
」
と
言
っ
て
い
る
。

水俣病繰り返さない

排
出
削
減

管
理
な
ど
議
論
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